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科目・分野 週時間数 コース クラス 担当者 
生物基礎 ２ 文理進学・文理選抜 ＡＢＣＤ 黒田聖子 

目	 標 

１．高校生物の基本的な内容（細胞と遺伝、生物の体内環境、生態系）について、知識・理解・

技能の定着と体系的な理解を目指す。 
２．興味・関心・意欲を持って自ら進んで学習活動に取り組み、科学的なものの見方や考え方

を身につける。 
３．観察や実験を通して、技能の習得を目指すだけでなく、科学的な考え方、考えを表現する

力を身につける。 

大切に育て 
 

たいもの 

関心・意欲・態度 科学的思考力 実験観察技能 科学的知識 
学習や実験・観察に臨

む態度。 
生物学への関心。 
授業への積極性。 

生物現象に対して、仮

説を立て、論理的に考

える力。 
自ら資料を探し、疑問

を解決できる力。 

実験や観察における

基礎的な機器の操作

や観察技能の習得。 
結果をまとめる力。 

体系的な理解。 
定期テストや実験レ

ポートへの取り組み。 

 
学期 考査 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

一学期 

中間 

1. 生物の多様性 
2. バイオームの形成過程 

 

・バイオームの概念を理解する。 
・森林の構造と光環境との関係を理解する。 
・遷移の過程を理解する。 
 

期末 

3. バイオームとその分布 
4. 生態系 
5. 生態系のバランスと保全 
6. 生態系の保全 
 

・バイオームは気温と降水量によって決まることを理解する。 
・生態系の構造を理解する。 
・生態系内の物質循環とエネルギー循環の特徴を理解する。 
・人間活動の生態系への影響を理解する。 
・自然環境の保全について考察する。 

二学期 

中間 
1. 生物の多様性と共通性 
2. 細胞とエネルギー 
 

・顕微鏡の使い方とミクロメータ―の理論を理解する。 
・生物の特徴と細胞の構造について理解する。 
・細胞の代謝と光合成、呼吸について理解する。 

期末 

3. 遺伝現象と遺伝子 
4. 遺伝情報の複製と分配 
5. 遺伝情報とタンパク質の

合成 

・DNAの構造を理解する。 
・タンパク質の合成の仕組みを理解する。 
・遺伝子が発現し，その働きを調節する仕組みを理解する。 

三学期 期末 

1. 体液とその働き 
2. 生体防御 
3. 体内環境の維持のしくみ 

・体液と物質の循環が深く関係していることを理解する。 
・肝臓の働きを理解する。 
・獲得免疫に関係する身近な疾患について理解する。 
・自律神経系の構造とホルモンによる体内の維持管理につい 
て理解する。 

評価の方法 授業態度、定期テスト、課題、実験観察技能、出席状況など。 

学習活動の特徴 図を多く活用し、視覚的な理解をもとに、体系的な学びを進める。できるだけ実験や観察を行

い、実物の提示をし、理解を深めるようにする。 

授業の形態 講義、実習（科学教室） 

使用教科書 「高等学校 生物基礎」（第一学習社） 

使用副教材 図説：「新課程対応版 スクエア 最新図説生物 neo」（第一学習社） 

問題集：「コンセプトノート生物基礎」（浜島書店） 

用意するもの 教科書，ノート，プリント，副教材（問題集，図説） 

備考 	  
 


